受賞団体報告
最優秀賞
団体名　東京都渋谷区立大中幡小学校　　　　　　
連絡先〒151-0072　　東京都渋谷区幡ヶ谷3-49-１　

http://village.infoweb.ne.jp/~sugihara/main.htm 
1 事業（プログラム）名称 

飯田自然体験学習 

　　　 

2 事業の目的
1. 豊な自然の中での集団生活を通して、協力や自立の精神を育成する。

2. 豊な自然環境に直接触れることによって、自然の美しさや良さに気づくとともに。自然を大切にする心を養う。

3. 自分たちで発芽させ育てたドングリの苗を植樹することにより、一昨年度からはじめた『中幡の森』創りを引き継ぐと同時に、豊な人間性を育てる。

4. 文明から離れた場所で、食住環境まですべて自分たちの力で確保し、生活する体験を通して、真の生きる力をはかる。

5. 自然からもたらされる豊な素材で、自分たちの作品を創造する喜びを体得し、その過程で自然の偉大さを感じ取り、自然に対して敬虔な考え方や、自然を愛する態度を養う。
　　　
3 実施期日・期間
　　　　2002年10月23日　～　25日

4 参加者のプロフィール（学年・年齢、性別・父母参加の有無）

　　　　学校行事であり、年度によって参加人数は異なる。（ただし、全員参加）

　　　保護者の参加は、原則なし。しかし、今年度は一昨年強い希望で参加した保護が、お手伝いしたいという意志で、強く参加を希望したので許可した。

⑤　参加人数　　児童５８人　 男子２８人　女子３０人　発熱のため１名欠席 

⑥  指導者数　　　　１０人
⑦　実施会場・場所・フィールド等
長野県飯田市『大平宿』　廃村民家での生活体験

長野県飯田市下久堅柿の沢地区　ドングリ苗の植樹による『中幡の森』創り　など
8 事業プログラムの内容と特徴　

· 廃村民家での生活体験全般（囲炉裏と竈での食事作り~ 薪割り、風呂焚きなども含む）

· 間伐体験　・間伐した材木で工作　・りんごのもぎ取り体験

· 五平餅作り体験　・そばうち体験　・星座観察

· 寝袋による睡眠

· ドングリ森（中幡の森）作り

9 事業目的の達成度について

　　　　手前勝手な意見であるが、100％の達成度である。

　　　　特に今年度は、『大平宿』でのカラマツの間伐体験をしたが、これが間伐というより、直径20cm高さ20mにも及ぶ大樹であったため、臨場感あふれる体験ができた。

　　　　今年は、飯田の篤志家の協力で、新たに『中幡の森』の土地が完成したので、より実感のある自分たちで作る森という意識ができた。

　　　　この植樹を、最後の日に行ったが、交通事情もあって現地到着までに時間がかかった。したがって東京に帰る時間が遅くなり、予定より１時間ほど帰校が遅れた。

　　　　（改善の余地あり）

10 反省点

　　　　３年前から学校行事として、教育課程に位置づけて１０月の平日３日間を使って行っている。意欲的な教師集団である本校だからできる自然体験学習である。公立の小学校での実施はかなり難しい面があるかもしれない。教育委員会や飯田市と協議して、毎年改善しているが、指導者としての教師の時間・体力的な負担の軽減を考える必要がある。

　　　　今年は樹木の専門家が)指導者として同行してくれたので、森林体験の学習においては、大きな成果をあげることができた。自然体験学習は指導者の存在が大きく、

　　　　教員の研修を考える必要がある。

　　　
11 同様の企画を実施する場合のポイントについて

　　　　公立学校では本校が行っているような、文明からはるか遠ざかった廃村での生活体験メニューをこなす学習を実施することは、かなり困難が考えられるが、これからの教育を考えたとき、このような自然体験学習は絶対必要だと考えている。

　　　　本校の実践を広く知らせて、普通の公立学校でも可能だという意識を作る必要がある。このためにも、反省に基づいて、引率教師の負担軽減のため、現地での指導者確保などという予算措置が大切になってくる。

12 プログラムに使用した主な備品・装備・学習用具等 
· 木工用電動帯鋸　・トランシーバー　・薪・炭などの燃料　・食料　・撮影機材

· 寝袋　・マット　・医薬品　・懐中電灯　・学習用教材　・その他、鍋、釜、なた、食器などの生活用品（現地調達）

13 パブリシティ

· ２５日朝の活動の様子をNHKが中継し、首都圏で放映

· ２５日夜に長野県内で編集放映

· 地元各新聞社の朝刊に掲載

· 飯田市ケーブルTVが３０分番組にして放送

· その他

（参考）

飯田自然体験学習レポ－ト    --02--  

中幡小学校長　杉原　五雄　

第1日目

前夜十分睡眠をとるために、９時過ぎに布団に入ったのだが、やはりかなり気になっているのだろう、ふと目が覚めて枕元の時計を見ると午前３時、もうひと寝入りしようと目を閉じるのだが、一度目が覚めるとなかなか眠りにつけない。

思い切って布団から抜け出したのが４時、やはり一番に外に出て空を見上げる。昨年の記録を見るとオリオンが真上で輝いていたようだが、今日は空一面どんよりとした雲が覆い、今にも雨が落ちてきそうな雰囲気がある。飯田でのこの行事は晴れる、という信念というか、宗教的な確信を持っているが今年は若干の不安が心を横切る。

部屋に戻り、インタ－ネットで最新の天気予報と雲の動きを見ると、この雲は関東地方が中心で、飯田地方にはかかっていないことを確信し、やっと自信を取り戻して支度をして学校に向う。

午前７時の出発式直前、一人の児童が発熱のため不参加との報告が入る。生活の場が『大平宿』という医療機関が万全でない場所なので万一を考え了解する。

児童５８名引率の大人１１名の総勢６９名で、少し遅れの７時３０分、大勢の保護者や教職員に送られてバスは出発した。今年も大平宿を知り尽くした飯田市のベテラン運転手がハンドルを握る。

首都高速から中央自動車道路は順調そのもの。雲はなかなか切れないが、午前９時には『双葉』のサ－ビスエリアに到着。１５分の休憩をとる。

『双葉サ－ビスエリア』を出発して間もなく、雲間から青空がのぞくようになり、進むに連れて昨年同様、車窓からは左に南アルプス、右に八ケ岳の山々が我々を歓迎している。

今年は、この日はリンゴ狩りと五平もち作りが最初のメニュ－のため、『駒ヶ岳サ－ビスエリア』でもう一度休憩をとって飯田に向う。毎年のことであるが、飯田のインタ－付近の、たわわに実った真っ赤にリンゴの出迎えに、バスの中は子どもたちの大歓声でにぎやかに盛り上がる。

２０分ほど遅れて出発したのにかかわらず、予定よりかなり早く、午前１１時過ぎには最初の活動場所である『三和リンゴ園』に到着した。バスから下りた子どもたちの第一声が『空気がおいしい』である。ここで３日間のお世話をいただく観光公社の高橋さんの出迎えを受ける。
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雲一つない真っ青な高くて広い飯田の空、眼下には飯田の町並みが広がり、南アルプスの３０００ｍ級の山々が歓迎してくれている。もやが全くかかっていない南アルプスの全容は『素晴らしい』一言につきる。

ここ三和農園は、日本トレッキングという、今は亡くなってしまったが酋長と呼ばれていた永見津平さんが経営していた牧場のすぐ下に位置している。この牧場は現在、長男の一平さんが運営しており、我々が実踏のときに昼食をごちそうになる場所でもある。素晴らしい風景と料理を味わえる飯田市民にも人気のある場所と評判が高い。
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折しも乗馬を楽しむ人たちが、ゆったりとした時間を過ごしている。子どもたちも近寄って見守っている。一平さんに挨拶をしようと思ったが時間がないので今回は失礼することにした。

そんなことを思いながら周りを散策しているうちに、昼食も終わり子どもたちのリンゴ狩りが始まった。リンゴ狩りを先にしたら、リンゴでお腹が一杯になって、保護者が子どもの活躍を思い心を込めて作ったお弁当がたべられなくなると心配した担任の配慮である。

今年は第一目であるので、残念ながらお土産はなし。一つだけもいで、食べても良いというル－ルにしたが、樹から直接もぎとったリンゴの味は格別なようで、『おいしい』という歓声があちこちから聞こえてくる。
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作戦通り、一つで十分満足した子どもたちは、今夜の主食にする『五平もち』作りに挑戦する。リンゴ園のおじさんおばさんたちの指導で、炊きあげた米をつぶして、竹を輪切りにした型に入れて固めて焼きあげるのだが、時間と共に香ばしいかおりが広がる。

充実した時間を過ごした子どもたちは、これから始まる未知の囲炉裏生活の期待を胸にいよいよ今回の学習の生活の場である『大平宿』に向う。飯田から大平宿までの山道は、マイクロバスでも、対向車があると大変である。

幸いなことに、対向車も都合の良い場所だったので、順調に『大平宿』に到着、途中の紅葉の見事さは、子どもたちの心に刻まれたはずである。

今年は、この行事に賛同していただいた、アウトドアの専門家の中村さんと清藤さん、そしてセミプロのカメラマンの関島さんのカメラが我々の到着を待ち受けている。中村さん以外は初対面であるが、そこは私流の『一度あったらお友達』という考え方で、名刺の交換で早速打ち解ける。
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今年も例年通り大平宿を守る会の世話役の羽場崎さんの出迎えがあり、歓迎の挨拶をいただく。初めて目にする山村風景に興味津々、そしてこれから始まる３日間の体験に対しての期待が高まってきたのか、一人一人の子どもたちの瞳が輝いている。今年はこの場を廃校の校庭にしたことが、ことさら雰囲気を出しているようだ。

自分達の生活の場である『からまつ屋』と『ます屋』に分散し荷物などの整理をして、『大平宿』での最初の学習である、『間伐体験』が始まる。昔から使われている鋸などの道具を示して、わかりやすく静かに語られるインストラクタ－の寺岡さんの説明を受ける。
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間伐の意味などは十分学んでいる子ども達だが、周りの混み合ったカラマツの林を見て、改めて間伐の重要性を知ったように頷いている。

３本ほど伐採するということになっているようだが、あらかじめ印のついた木を見て、それらが全て樹齢３０年は過ぎた直径２０ｃｍ高さ２０ｍにも及ぶ樹であるのには、さすがの私もびっくりした。これは本格的な伐採である。
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倒れる方向に半分ほど交代に切り、鉈で受け口を作る。反対側を切るとカラマツの大樹はゆっくりと傾き、倒れていくが、あまりにもカラマツが混み合っているので、予想したように一度に地面に直接倒れるのではなく、隣の枝にもたれかかって、大きく弓なりに湾曲して停止してしまう。

その時、周りの枝を払い落とすので大量の落下物がある。瞬間、こんな大樹が倒れる瞬間を経験したことのない、児童からも大人からもウオッ－という声にはならないような大きな驚きが口からもれ、森一面に響きわたる。

そこからは文明の力であるチェンソ－の出番である。エンジンをかけて切り羽が動いてあっと言う間に幹を切るのであるが、大きく湾曲した樹木は受け口など作れないので、どちらに倒れるかわからない。寺岡さんは、経験として倒れる方向が予測できのだろう、的確な注意で子ども達を倒れる方向から避難させて作業を続ける。
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混み合っているため、なかなか予想通りには倒れないが、ごく間近に大樹が倒れる様子と、それに合わせて、周りの枝などのおびただしい落下物の多さに森林の作業の危険性が実感できたのではないだろうか。中でも一本は、子ども達の集団の方向に向けて落下し始め、びっくりして大急ぎで避難したことは印象的である。生きる力っていうのは、こんな緊張感の連続から生まれるにちがいない。

去年も植林の場で間伐体験をしたが、このスケ－ルは去年の比ではない。恐らくこんな臨場感のある体験活動は都会の学校では皆無に違いない。地方の学校でも、めったに見られないはずである。これは今後の重要なメニュ－となり、来年度以降もぜひ取り入れたいものである。

数メ－トルに切り出した丸太を広場まで運び出し満足した子ども達は、る。であるいcomいします。と











































































































いよいよ自宅ではまず絶対しない、自分たちの食べる食事の準備である。そのために、火おこしと薪割りの指導をしなければならない。

全員を集めて、まず私が燃やすためには空気が必要で、空気の出入りのしやすい薪の組み方を示し、実際に火をつけて見せる。薪に火が移って燃え始めると子どもたちから大きな拍手がおこる。槙田教諭が鉈の使い方と薪割りの方法をていねいに指導し、実際に薪を割って見せた時にも大きな拍手、雰囲気が盛り上がっていることを実感する。

この頃から、空は厚い雲に覆われ、中に低い黒い雲が流れだし、ナイトレクとして子どもたちが楽しみにしている星空観察の行方が怪しくなってくる。
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今日の主食は、リンゴ園で作った五平もちなので、豚汁と野菜サラダ、ゆでいもと比較的簡単なはずであるが、これがなかなか難しい。食事当番は悪戦苦闘、指導する教師たちも大変である。

仕事のない子どもたちは初めて目にする周りの風景や、前に流れる小川に興味はあるのだろうが、どうして遊んだらよいのがわからないのか苦労している。

注意を守らなかった一人の児童が、自分の仕事でもないのに薪割りで手を切ったという連絡が入り、看護婦の毛利さんと宍戸教諭が、保健室として利用している『深見荘』に連れて行き治療をするが、医者に見せるほどの重傷ではないとのことで一安心。

夕食が終わる頃、予想通り雨が降り始めた。これは今日の屋外の活動はできそうもないと判断した担任は、一度は屋内で過ごすことを決めたのだが、７時を過ぎた頃には雨は止んだので、急遽『肝試し』をすることにした。

子どもたちが大喜びしたことは当然である。

『肝試し』といっても、普通の学校のように教師たちがお化けの格好をしたり、小道具を用いて驚かす訳ではない。よく用いられるコンニャクなどの小道具を使うことなど全く必要がない。

ただ昼間、間伐体験の説明を受けた集落の外れにある広場から、子どもたちが考えたアイデアを尊重して、抽選で決めた男の子と女の子のペア－で自分たちの家に帰るだけのものであるが、都会では経験できない真っ暗な道を歩くのであるから、子どもたちにとっては大変な冒険であるらしく、肝試しとしてこれで十分である。

しかもここは『大平宿』。本校の関係者以外は全くいない。どんなに大声を出しても大騒ぎしても誰に迷惑をかける訳ではない。大声で叫びながら恐怖心を振り払ったり、互いに好意を持っているのか微笑ましく腕を組んだり、場合によったら男の子が女の子に頼りきるなど実に様々な光景が繰り広げられる。きっとこの子たちの心にいつまでも残る素晴らしい時間になっただろう。

一段落した頃から再び雨が降り始める。今度の雨はかなりまとまったもので、明日の行動が心配になってくるが、雨のおかげで、夜の冷え込みは例年よりやわらかい。

先輩たちの申し送りと、指導の徹底で十分な防寒対策をした子どもたちから安らかな寝息が聞こえるまでにはそれほどの時間はかからない。

ただ、子どもが寝てからも先生たちの仕事は続く。去年の反省にたって、保健室という意味合いで、もう一棟新しく建てられた『深見荘』という民家を借りていたので、順番で休息はとれるようになったが、体力の消耗は大変なものがある。

明日の社会を担う子どもたちを育てる情熱と、子どもたちの幸せそうな瞳の輝きが生きがいだという本校の教員集団とはいえ、この『飯田自然体験学習』を続けていくためには、これからも意見を出し合いよりよい方向性を見いだしていかなければならない。その意味では、北村君と平岡君という養護教諭の免許取得に教育実習にきた大学生二人がなかなかの好青年で、宿泊行事には必ず参加してくれているのが心強い。

子どもが完全に寝静まった夜遅く、本部にしている『水道屋』という民家に、引率者全員が集まり、改めて中村さん達を紹介するが、その頃になると雨はますます激しくなり、早々に明日の予定を確認して互いの持ち場に離れた。私も寝袋にもぐり込む。

第2日目

雨音が気になって、なかなか寝つかれなかったが、それでもいつの間にか眠りに就いてしまっていた。ふと気がつき時計を見るともう５時、寝袋から抜け出して表に出ると、月明かりがまぶしく、星たちも遠慮しがちに輝いている。
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間もなく夜明け。６時になると同時に『おはよう』という、元気な子どもたちの声がしはじめる｡

去年と同じ、雲一つない青空に、木々の紅葉が一段と映える。さわやかな冷気が、今日の子どもたちの活動を祝うかのような気持ちの良い一日のはじまりである。

[image: image10.jpg]


前を流れる小川の清流で顔を洗い、歯をみがく。太陽が顔を出すと気温は上昇しはじめる。着替えをすませ、前の広場に集合、朝の挨拶を交わし体操で身体をほぐす。前夜熱を出した子どもも回復し、どの子も元気で生き生きとした顔で、今日の生活を心から楽しみにしているようである。

朝会が終わると、早速食事の用意にかからなければならない。この体験学習では、自分たちが食事を作らなくては生きて行けない、ということを実感することも大きなねらいになっているので、食事作りは大仕事である。

今日の食事当番は、昨日の夕食作りとは違う子どもの担当である。昨年同様秀島・槙田両教諭は、学級単位ではなく学年というまとまりで班編成をし、全ての子どもが全ての体験を実感できるように実に細やかな配慮をしている。
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指導する教師たちは、係の子どもが違うので、その都度指導しなければならないが、この方法は、子どもたちは自分の仕事を確実に知り、責任感を持って事にあたるので、実に動きが良い。助け合わなくては生きて行けなかった昔の生活を、知らず知らずに身につけていくのも、この体験学習の良さである。きっとこの生活が、今後の小学校生活はもとより人生の糧として生きていくに違いない。

教師たちの負担は大変であるが、助け合うことの重要さを指導することを大きな教育目標にしているわが国の学校であるならば、教師たちも助け合いながらこのような苦労をしていく価値はあり、さらに充実させなければならないのではない。
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去年までと違って、私には朝は決まった任務はないが、例年通り食事当番ではない子どもたちの散歩につきあうことにする。『大平宿』の民家群を抜けて、沢の音と小鳥の声だけしか聞こえない静寂のコ－スの中にある、特に静かな、恐らくこの部落の人たちの憩いの場であったと思われる『諏訪神社』に子どもたちを案内する。

ここは昼間でも静寂そのもので、時たま聞こえる小鳥のさえずりと風がもたらす樹々の語り合う声しか耳に入らない。なんと表現したらよいのだろう。神聖な気持ちになり、粛々した重苦しい雰囲気である。

毎年、ここは肝試しには絶好な場所だと考えているが、最近熊の姿も見かけることがあると聞いて、さすがに肝試しなどのナイトレクという楽しみのためにこの神社による連れてくるのは差し控えている。

カラマツの黄葉とナナカマドやモミジの紅葉の対比が美しい。約２０分の散歩を楽しんだ子どもたちは、清流に手を突っ込んだり笹の葉を玩具にして遊んだりして、食事ができるのを待っている。一晩で遊びが進歩している。

朝食のメニュ－は、パン・野菜サラダ・ス－プ・である。その上、おやつにフル－ツポンチを作るのだから、子どもたちも指導する教師たちもなかなかなものである。それぞれ班で話し合って、気に入った場所で思い思いの話をしながら食事を楽しんでいる。

食事の後片付けがおわったら、大自然の中での樹木を使った工作と、樹木を中心にしたスベッシャリストの林さんの森林体験学習が始まる。

木材工作の素材は昨日の間伐作業で得た木材である。このために田中教諭はわざわざ電動の帯鋸まで運び込んでくれている。廃校の校庭に昨夜切り出した丸太を運び込み、鋸で思い出作りのために必要な長さに切り出す。

[image: image13.jpg]


３本ものカラマツの大樹を伐採したので、素材は十分過ぎるほどある。ただ生木なので鋸の進みはおそく、子どもたちは悪戦苦闘。それでも初めて自分たちで切り出した木材を切って思い思いの作品を作ることに対する意欲は大変なものである。
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時間的にゆっくりできないので、イメ－ジ通りの作品は作れなかったと思うが、田中教諭の巧みな指導でなかなかな作品が出来上がってくる。これは子どもたちにとってはきっとかけがえのない宝物になるにちがいない。

別の班は、今回特別にボランティアで参加してくれた、樹木、特に葉っぱの研究家である林さんが受け持つ、ネ－チャ－ゲ－ムに挑戦する。林さんは、今年の春私と知り合い、例によって一度あったら友達の私流の人脈ネットワ－クの大切な仲間である。

彼は、この学年の子どもたちとには９月に実施した高尾の森林学習にも指導者として参加してくれた上に、実地踏査までにも一緒に行ってくれて、この日のために教材まで準備してくれている。

そのネ－チャ－ゲ－ムに使う教材というのは、この集落の近くで見つけられる樹木の葉を実物大にカラ－で印刷し、解説を加えた別の文章と、見つける難度によって点数をつけて班ごとにその総得点を競うものである。（写真参照）
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その教材の中で唯一５点とマイナス点、しかも絶対値の大きな点数をつけたのがヤマウルシの葉であるが、触ってはいけない葉であることを明確にする意味だという彼の説明に感嘆した。彼の能力と感性の素晴らしさ、さらに子どもたちに語りかける真摯な態度に敬服すると同時に、２６才という若さでこれほどの繊細な指導計画を立てている姿勢に驚愕してしまった。

来年度以降もこのプログラムは続けていきたいものであるが、はたして林さんのような能力のある人材を見つけ出せるか、これは難問である。彼は、より重要な仕事を見つけているだろうが、できればこの期間だけはフリ－タイムとして、彼が我々と付き合ってくれることを願うと共に、よりアンテナを高く広くして彼のような人材を見つけるのが私の校長としての仕事なのだろう、と気持ちを新たにした。

１０時からは昨年から始めた、昼食を兼用の『そば打ち』体験学習が始まる。昨年も指導していただいた飯田のそばうちの達人である仁科さんが数名のスタッフと共に準備万端子どもたちの到着を待ち受けていただいている。
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昨年は金曜日で、仁科さんは地元の女子高校で『そばうち』の指導が入っているとのことで、かなり忙しかったようであるが、木曜日の今年は実にゆとりがあり、信濃の国の歌まで出るほどの熱弁・熱血指導である。

ただ、そば打ちを始めるまでの説明の時間が長くなったので、しゃがんで聞いている子どもたちにとっては、かなり苦行だったようである。

仁科流の『そばは元気で明るく打つことが大事』という指導に、そば打ちを始めた子どもたちは、協力しながら完成していく。『帰ったら、お母さんと一緒にそばを打って、家族で食べてみたい』という子どもが何人もいることに驚いたと同時に、このような食材を作る学習の持つ奥の深さを改めて認識した。

仁科さん自身、今年は時間に余裕があり、スタッフの人たちも細やかに指導していただいたおかげで、なかなか味のあるそばが出来上がり、子どもたちは満足の様子である。

終わって後片付けをしている時に、お礼の意味を込めて、中村さんたちを交えておしゃべりを楽しんでいたが、仁科さんからの『私は１２分でそばを打つことができるので、これから皆さんのために打ちましょう』という申し出には一同大感激。名人のそばうちの姿を、まさにかぶりつきの舞台よろしく見学し、しかも打ちたてのそばを食べさせていただけた。

この体験学習に使う『そば』は、仁科さんの２町歩以上の畑で特別に大切に作っている最高級品だという。名人仁科さんがこのそば粉を使って打ってくれて、しかも自分でゆでてくれた『そば』は、絶品である。

一昨年この学習を始めた時、長女が一緒にいるのを嫌がったのに無理に参加してくれた保護者の大和さんというお父さんがいる。大和さんはうどん職人で前回も大変助けていただいたのであるが、次女が今年６年生。ぜひ一緒にいくことを希望され同行したが、うどん職人である彼が『今までこんな美味いそばは食べたことない。幸せで一杯、この体験学習をずっとずっと続けてください。』と大感激していたのが印象的である。
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そばを堪能した子どもたちの午後のメニュ－は、午前中と交代で、木工工作とネ－チャ－ゲ－ムである。

本部にしている『水道屋』という家は狭いのだが、崖に建っているので地下というか一段下がったところに、この集落としては一番大きなお風呂がある。前が崖になっているため開けっ放しにしても回りから見えることがない絶好の露天風呂感覚が味わえる。

去年、私が勝手に風呂をわかして、その風呂を女の子用に提供した経緯があったので、今年は当然のようにこの仕事は私に課せられている。大人が２人ゆっくり入れる湯船であるので適温になるためにはかなりの時間がかかる。

私は、この露天風呂風の一番風呂を楽しもうともくろみ、１時ごろから風呂炊きに入ろうと準備していたのだが、あまりにもおいしい『そば』をごちそうになってしまったことと、林さんの葉っぱのネ－チャ－ゲ－ムのとりこになってしまっていたので、炊き始めたのが遅く、とても私が一番風呂を楽しむことができなくなってしまった。

それでも何とか予定時間までに風呂の準備が整ったので、引率の５年担任の小江教諭に後のことは任せて今年の具体的実働任務を終了する。

そうこうしている間に、この『飯田自然体験学習』が始まって３年目で、初めて教育委員会として教育委員の椿先生と指導室長の桑野先生が激励の意味を込めて、バスと車を乗り継いで『大平宿』に到着。早速、子どもたちの活動の様子を観察しながら声をかけていただく。それぞれの場で子どもや引率の教師たちに紹介する。

椿先生と桑野先生は、『大平宿』という信じられない体験の場に驚きながらも、実に興味深そうに子どもたちの活動の様子を観察されている。きっと、この本当の自然体験学習を理解し、興味関心を持っていただけたものと確信し、これを機会に、より多くの学校が一緒に行動してくれたらと願っている。

ほぼ同時刻に、出発直前にＮＨＫの長野支局の小見さんという若い女性のディレクタ－から『２５日の朝、生中継で首都圏ニュ－スで大平での子どもたちの活動の様子を流したい』という申し入れがあって、このスタッフの方々との打ち合わせが入ったので、かなり慌ただしくなってしまった。
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ＮＨＫからの話は、まさに唐突で、もともとは『大平宿』の羽場崎さんを取材する中で２５日には本校の子どもたちが滞在している、ということを知って番組制作上のメリットとして申し入れがあったものだろうと想像している。

当初はお断りしようと思っていたのだが、『大平宿』を取り上げて首都圏に紹介するのなら、毎年この地を利用している本校のせめての恩返しになるのかもしれないし、多くの人々に本校が目指している教育理念を理解していただくきっかけになると判断したことと、子どもたちにとっても一つのチャンスとしてこの企画を受け入れることにした。

すでに夕食の準備が始まっている。今夜のメニュ－はカレ－ライスである。本格的に竈を使ってお釜でご飯を炊きあげることへの挑戦である。同時進行として囲炉裏では鍋でカレ－の材料の煮込みをするのであるが、ジャガイモやニンジンなどの野菜を切ったりする作業があり子どもたちはおおわらわである。

さらにもう一品、ポテトサラダがあって、ジャガイモを茹でるので大変である。『からまつ屋』は比較的広い空間があるので、多くの子どもが活動できる余地があって動きはスム－ズであるが、『ます屋』は、炊事などは基本的には主婦一人という家風だったらしく、土間が狭く、子どもたちが大勢で動くことが難しい。
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できるだけ全員の子どもたちにできるだけの体験をさせたいという担任の思いから、多くの子どもたちが動き回るので、指導者はそれこそ目のまわる忙しさになる。さらにデザ－トとしてサツマイモを蒸すのであるから、まさに戦場である。

２つの民家の作りが同じならば、同じことができるのであるが、全く違う作りになっているため、調理をするにも大きな違いがあり、当然のことであるが時間的な進行には大きな差が出てくる。

夕暮れと共に星たちが輝き始める。昇ってくるカシオペアのＷと沈みかけようとする北斗七星が北の空を彩っている。天頂には夏の大三角、天の川が実に美しい。ミルキ－ウエイと表現されているように、大空にミルクをまいたようにうすくぼんやり白い帯となっている空は、都会ではずいぶん前に消え失せた光景である。

今回子どもたちは星の観察を楽しみにしているらしく、前夜も中止の知らせにがっかりしていたので、これはどうしても見せなくてはいけない。しかし月齢が１８となると一刻の猶予もできない。

子どもたちの様子を窺うが、まだ食事の準備の真っ最中で声をかける雰囲気ではない。予定では７時半からであり、それに異議をはさまなかったが、これほどの星空を何とか見せてあげたいという気持ちが高まってくる。

途中で『ます屋』で自在鉤が落ちるというハプニングがあったものの、何とか急かせて７時１５分から子どもたちを広場に集めることができた。

月が地平近く昇っているのだろう、先程までよりも少しぼんやりしだしているが、星空の観察としては最高に近い条件である。

大きな夏の大三角形と教科書では取り上げない北極星とが作る、ややいびつな平行四辺形を教えて、『寝っころがってごらん』と指示する。昨年までの子どもたちは、当然都会で生活しているので地べたに寝っころがるなどした事がないのだから、驚きや拒否の声が上がったのだが、今年はよほど星空の観察を楽しみにしていたのか、全員が素直に寝っころがってしまった。

すぐに、口々に『わっ、きれい』という声が飛び交う。

私の懐中電灯の光が、改めて白鳥座のデネブ・琴座のベガ・鷲座のアルタイルを照らし、この夏の大三角から北極星の見つけ方や、Ｗの形になっているカシオペア座と北極星の関係、さらにカシオペア座から白鳥座を通り夏の大三角の間を流れているぼんやりとした白い光の流れが『天の川』と次々に指すと、感激したような雰囲気があふれてくる。

また、ペガサス座からアンドロメダ座・ペルセウス座など神話の世界で飾られた秋の星座などもはっきりと見つけられる。途中から、寒いという声が多くなったので、観察会はこれで切り上げ、あとは自由時間にしたのだが、この星空も子どもたちの心には大きく残るのではないだろうか。

昨夜は雨のために温かかったが今日は終日快晴なので、冷え込みは激しい。気温はぐんぐん下がり、部屋の中でも囲炉裏の火が小さくなると寒さがこたえてくる。もっとも都会の家のように密閉されていない上にすき間だらけの家は、外と変わらないと言っても過言ではない。

寝袋にもぐり込んで身体を寄せ合いながら、満足そうな寝顔が並ぶ。囲炉裏には昨年の反省から、炭や練炭がくべられているが、引率の教師たちは囲炉裏の火を消さないように交代で寝ずの番を続ける。

第３日目

さすがに今朝は冷える。午前５時、寒さで目を覚まして外に出たら、霜が降りている。美しい寒月が西に傾いて『今日の植樹は任せておけ』とばかりにやさしく語りかけるように輝いている。
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これは何よりのプレゼントである。まだ起床には早いともう一度寝袋にもぐり込んだら間もなく、前の道をかなりの車の走る音がする。こんな時間に車が通ることなどあり得ないのだが、今朝はＮＨＫの撮影があることを思い出し、その中継車とスタッフたちの車と気づき納得した。

実際の生中継は午前７時３５分かららしいが、リハ－サルが６時５０分頃から始まるということで、かなりの人たちの出入りが激しくなってくる。たった５分程度の中継をするために、およそ２０名ものスタッフが動員されるという。さすが天下のＮＨＫという感はあるが、本当にこんなに人がいるのか少し疑問に思う。

帰校して始めてこの映像を見たのだが、子どもたちは生中継のためかかなり緊張していたようで、疲れ切った表情になっていたのは残念である。しかし、アナウンサ－の『この自然体験学習での一番の思い出は何ですか』という質問に、一人の女の子が、『星が美しかった』と答えてくれていたのには、心から喝采をしてしまった。

今日は今回の『飯田自然体験学習』の最も重要な『『中幡の森創り』が待っている。それでだけでも慌ただしいのに、テレビの生放送が入るということでどうなることかと心配したが、何とか時間ぎりぎりで今日の昼食の『炊き込みご飯』の用意も完了し、朝食の片づけも終わり、『大平宿』を後にすることができた。

『大平宿』からの下り、バスの最前部からあたりの風景や街道を眺めたが、はるか彼方の谷底にガ－ドレ－ルがある風景に、紅葉の美しさに感嘆しながらも、改めてこの土地の山深さを感じると共に、顔色一つ変えず悠然と運転する運転手に感心した。

飯田市街はかなり混雑しており大型のマイクロバスで、しかも３台ということで、予定より４５分遅れの１１時１５分に、やっと今年新たに整地が終わった『中幡の森』の場所に到着する。

新しい土を入れて、すっかり平らにならされた飯田市街を一望する高台の土地には、準備を完了した宮内さんはじめ、この体験学習をはじめから支えてくれた市役所の竹前さんなど多くの方が、笑顔で私たちの到着を出迎えてくれる。新聞社の方や地元のテレビ局のスタッフなど報道関係者も多い。
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早速植樹式を始めるが、高く澄みきった空と新鮮な空気、素晴らしい景色と秋の柔らかい太陽の光が私の全身を包み、何とも言えない感動の昂りが襲ってくる。

本当に『中幡の森』が実現する一瞬である。

セレモニ－は児童代表と私の言葉に続いて、椿先生と桑野先生から称賛の挨拶をいただき、飯田市の教育委員会の代表として指導課の伊藤課長からも、教育の場でもこれかち飯田と渋谷の有効の輪を広げたい、という今後に期待する力強い言葉が送られた。

続いて、『中幡の森』構想の最高の理解者である宮内さんから『ドングリという樹木は、およそ１５年で一人前になり伐採して炭などに利用するのだが、その切り株から新しい芽が生えてまた大樹に育つ。１０年後２０年後が楽しみである。ぜひ皆さんが大人になったらここを訪れて自分たちの植えた樹木が大きくなった姿を見てほしい。』という話をいただいた。
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おそらく子どもたちの胸には、１０年後２０年後に、この地に立つ自分の姿が浮んだのではないだろうか。これは凄いことである。私も何とかあと１０年ほどは生きて、この子どもたちと飯田市の市街を望むこの地で、思い出を語りたいものである。

石灰で植える場所まで示されており、子どもたちは自分たちが教室で育てたドングリの苗を持って、植樹準備完了である。宮内さんから改めて、苗の植え方の説明を受けて、植樹が始まる。

今年植えるドングリの苗は、昨年の６年生が飯田のこの近くの森から拾ってきたドングリを持ち帰り発芽させた小さな命を、６年生から卒業式間近に委譲されて、自分たちが教室で大切に育ててきたものである。
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命の受け渡しこそ、教育の本質だと信じている私にとって、この数年追い求めてきた課題が一つ解決する。去年と一昨年違う場所に植樹したドングリの苗は、今年中に宮内さんの手でこの地に移植していただけることになっている。

この地が、毎年毎年命の受け渡しによって、大きく成長する姿を想像するだけで、心が豊かになり、遠大なドングリの森構想の実現に向けての努力が少しずつ実現していくことを実感できる喜びで一杯になってくる。

報道陣は競って子どもたちの仕種表情を追いかけている。私も『今の気持ちはどうですか』というインタビュ－を各社から受けたが、『感無量、感激の一言です』と答えるのが精一杯で思わず目頭が熱くなり、あふれてくる涙を堪えるのに苦労した。

子どもたちが植樹している最中に、私は宮内さんが用意してくださった大木で作った看板というか道標に、下手くそながら墨で大胆に『なかはたのもり』と書いて、植樹が終わった子どもたちと一緒にこの土地に力強く埋め込んだ。
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その看板を背に記念写真を撮ったのであるが、恐らく私の６０年にも及ぶ人生の中で、最も感動した時間だったにちがいない。

全てが終わり、後輩に託す苗を作るために近くの森で一人１５個のドングリを拾って、去年もお世話になった『柿の沢センタ－』でお昼をいただいた。

昼食の場所を提供していただいたばかりではなく、地区の農家の女将さんの手作りの漬け物や味噌汁までごちそうになり、子ども達は大喜びである。私にとってもこの素晴らしい日、１０月２５日は終生忘れることはできない大切な日になった。

さらに近くのリンゴ園を経営している農家の光石さんからフジと王林の大きな２つのリンゴをいただいて、飯田を後にして一路東京に向う。

この日、中幡の森近くで拾ったドングリは、学校の冷蔵庫で例年以上の厳しい冬を経験して、卒業式には５年生に委譲されて、来年の『飯田自然体験学習』でこの地に還ることになる。

この命の受け渡しの連続が定着し、本校だけでなく全国に広がり、多くの学校がネットワ－クを作って大勢の子どもたちによる『故郷の森創り』となる礎になることが私の夢である。

私はさらに、飯田市の小学校の子どもたちは、何らかの交流、例えば『大平宿』での合宿やドングリの森創り、あるいは互いのホ－ムスティなどなど・・・ができたら良い、といつも考え、その思いを語っている。

宮内さんは、当地下久堅の小学校と本校との交流の推進を願って、数校の小学校の校長に手紙を出していただいたという。具体的にどうこうしたいということではないが、前向きに検討したいという感触を受けた、とのことである。私の方からも、少し落ち着いたら何らかの方法で連絡してみたいと思っている。

このレポ－トには関係ないが、柿の沢センタ－で、三石さんから、自分の弟の奥さんが大田区で校長をしている三石光子さんだということを聞かされびっくりした。三石さんは大田区で私と同時に校長になった人で、若い頃から理科でお付き合いのあった方である。世間というのは狭いものだと改めて感じたのは言うまでもない。

時間的に１時間半以上出発が遅れたが、帰りは順調に午後５時半無事学校に到着し、多くの保護者や教職員の出迎えを受け、今回の『飯田自然体験学習』が完了した。

今回も多くの方の善意に支えら、大きな成果を上げて無事この『飯田自然体験学習』を終了することができた。心から感謝しお礼を申し上げると共に、この感激を来年に生かし、より有意義なかつ本当の自然体験活動にしていきたいと思っている。

この３日間、全くのボランティアとしてビデオカメラで私たちの『飯田自然体験学習』の全容を撮影していたただいた関嶋さんが、２０分ほどのドラマに編集していただけるとのことである。改めて感謝の意を表すると共に出来上がりが楽しみである。
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